
要支援者に対して健康運動指導士の
個別運動・自宅体操を提供し、
体力測定での効果検証

研究代表者 新村 健二

共同研究者 森山 陽介 永田 直樹



自己紹介 新村健二

• 九州総合スポーツカレッジ専門学校 サッカーアスリートコース健康スポーツ学科 卒業

• フィットネスクラブ スポーツインストラクター歴 5年

• 通所介護半日型リハビリデイサービス 健康運動指導士兼生活相談員 １０年

【主な資格】

健康運動指導士 健康心理士

介護福祉士 (公)レクリエーションインストラクター

キャリアコンサルタント養成講習修了

【特徴】

• 個性を活かした運動指導や鼓舞する発声練習や笑いの脳トレなど幅広い内容で

やる気を引き出す健康体操を提供しています。



本研究では介護分野におけるリハビリ型デイサービスの要支援者に対し
て健康運動指導士が機能訓練指導員の一員として、
個別運動や６つの性格タイプに応じたアプローチ【ホランド理論】で
自宅体操を実施していただくことで、
どのような効果があるか検証する内容

研究の目的

方法

対象者：施設利用者２１名

健康運動指導士グループ１１名 デイサービスでの運動のみ１０名

測定項目：体力測定
【握力・３０秒立ち上がり測定・開眼片足立ち・ファンクショナルリーチ・TUG測定・５ｍ歩行】

転倒自己効力感測定【FES測定】



ホランド理論(パーソナリティ理論)
１現実的タイプ 具体的な指示でチューブなど道具を使った運動を好む

２研究的タイプ 主に文章で運動内容を理解し工夫しながら運動に取り組む

３芸術的タイプ 映像などで自分自身を理解しオリジナリティを尊重した運動を好む

４社会的タイプ コミュニケーションを大切に他者と一緒に運動を取り組むことを好む

５企業的タイプ 明確な目標設定で小さな課題をクリアしていく事を好む

６習慣的タイプ 起床時間や食事など生活のルーティンに運動を入れることを好む



簡易的ホランド理論チェックシート 転倒自己効力感測定チェックシート



ホランド理論タイプ別映像



結果
R４年５月～R５年２月体力測定結果

健康運動指導士が個別運動を提供し自宅で
も取り組むグループ１１名(平均８１.６歳)

デイサービス利用時のみ通常提供されるグルー
プ１０名(平均８２.８歳)

・FES測定・立ち座り測定・5ｍ歩行測
定で有意な向上が認められた。

・左右開眼片脚測定・ファンクショナル
リーチ測定(FRテスト)で有意な向上が
認められた。



体力測定映像【例：５ⅿ歩行・30秒立ち上がり測定】



・諦めていたバスに乗って出掛けることがまたできるようになって嬉しい。

自由記載アンケート

・腰のストレッチを自宅でするようになって痛みが少なくなった。

・自宅前の階段をスムーズに昇れるようになった。

★運動を継続したことで身体面や生活面において自信がつき
生活の質を高め個々の課題を改善することができました。



実際バスに乗った時の映像



要支援者の性格タイプ別に自宅体操を提供することは有益
であると明らかになった。

今後は行動の準備性を段階的に縦軸方向で考える
トランスセオレティカルモデル(行動変容段階モデル)に加
え

性格タイプといった横軸方向で考える類型論のホランド理
論を新たに取り入れることが対象者の更なる行動変容につ
ながると考えられました。

結論



現在リハビリデイサービスやデイケアは理学療法士や作業療法士など
機能訓練指導員有する「治療的アプローチ」が中心である

今後は健康運動指導士による「予防的アプローチ」は要支援者に対し
て病気や疼痛に関しての理解を深め、自立支援サポートとして多角的
視点では重要と考えられる。

健康運動指導士が要支援者に対して機能訓練指導員になる為には資格
の知名度を医療・介護分野で広げることや養成段階から介護予防や認
知症など介護分野の基礎知識を深めること、
要介護・要支援者に対して実践研究や調査研究を重ねていく事が重要
である。

結論
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